
商品開発例

営業開発・商品開発産地開発・販売相談

スマート農業
12月6日（金）掲載

技術開発 
12月19日（木）掲載

元気な地域社会づくり
1月9日（木）掲載

物流改善
1月23日（木）掲載

生産振興の取り組み
11月21日（木）掲載 需要に応じ販売力強化

全農リポート２０１9 検索全農について詳しくは

消費者・実需者ニーズに応じ販売力を強化
実需者への直接販売の強化・拡大
米卸などへの出資・業務提携を推進し、関係強化を図る

全農グループにおけるバリューチェーンの構築へ
全農の総合力を生かした産地開発と商品開発

生産者 実需者

●大手米卸の木徳神糧㈱、包装米飯・包装もちの大手メーカー佐藤食品工業㈱
と資本業務提携（2018年）

●玄米パックご飯を製造する㈱結わえると資本業務提携（2018年）

●全農の販売事業、全農グループ販売会社の機能を
融合し、総合力を発揮した共同営業を実施

●全農グループＭＤ※部会を設置し、商品開発体制を強化

●生産・流通・加工・販売の最適化を目指し、実需者ニーズに対応した産
地開発をもとに実需者の結び付け

●生産と販売のマッチングに向け、ＪＡ役職員等への販売相談や商談会の開催

加工食品事業の拡大
加工済み食品や冷凍青果物の需要拡大に対応
●JA全農青果センター㈱は、国産野菜を加熱・下処理した「みんなのやさ
い」を製造販売（2016年）

●キユーピー㈱と共同出資し㈱グリーンメッセージを設立し、カット野菜の
製造販売を行う

●冷凍青果物事業へ本格展開を図り、新たな冷凍野菜工場の設置
を計画

産地開発例

JA全農は急速に変化する事業環境に対応するため、5年後、10年後を見据えて取り組みます。6回シリーズで紹介

JA全農グループ
全農

全農パールライス㈱

JA全農青果センター㈱

JA全農たまご㈱

JA全農ミートフーズ㈱

全農チキンフーズ㈱

全国農協食品㈱

花蕾直径18㎝
市場流通品：11～12㎝

下処理済み野菜「みんなのやさい」

㈱グリーンメッセージで
製造されたカット野菜

国産ブロッコリーとキャ
ベツのごま和えサラダ 冷凍野菜

米  

穀
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●加工に適した大型ブロッコ
リーの産地づくり（産地は
10県14.4ha）

●契約取引のため農家は安
定収益が見込める

●全農が産地化を進める加
工・業務用ブロッコリーを使っ
たサラダを大手コンビニエン
スストアで発売

●原料を輸入から国産に置き
換え、輸入品のシェア奪還
を目指す

※MD（マーチャンダイジング）：消費者の需要にあった商品を適正な価格・数量で適切な時期・場所に供給するための計画と管理のこと。

㈱結わえるの圧力釜
で炊き上げた「もっちり
玄米パックご飯（黒米
入り）」（大手ECサイト
限定ブランド商品）


